◆◇◆スペイン語一列（前田）　和訳◆◇◆
 
１．警察はレガネスの自殺者に復讐するための大規模テロを恐れている

 
　　　警察は、警察の包囲を破ったあとで逃走に成功した3/11のおそらく6人のテロリストが、様々なヨーロッパの国々（おそらくベルギー・オランダ・イタリアそしてフランス）に匿われ、そうした国々から6人のレガネスの自殺者の復讐をするための大規模テロを計画していると考えている。テロリスト達は、その6人の自殺者をヨーロッパ最初の殉教者と考えているからだ。

　　　しかし、彼らだけではない。スペイン内外のイスラム教徒のテロリストの他のアジトも同じ目的を有している（テロを計画している）。

　　　「我々は彼らが復讐を計画しているのを掴んでいるが、どこであるか、いつであるかは分からない。」とその情報源は示している。傍受された幾つかの電子メールからもそうした傾向は窺える。

『この国』　2004.10.3

 
２．（　　　）内の動詞を点過去又は線過去にしなさい。

 
　　　サバロフの相続問題全てを解決したとき、サーシャはモスクワへの引っ越しを考えた。おそらくそこでは大都市にあるのだから私の夫は気晴らしを見つけるだろうし、結婚という束縛も今よりももっと耐えられるものになるだろう、と。

　　　その思い付きは全くダメにさせられてしまった。両者の生活への解決策はなかった。ロシアで2年間過ごした後は、夫婦間の憎悪は底知れぬ憎しみに変わった。

　　　サーシャはクラインを非常に軽蔑していた。あの、俗悪で愚かで自己中心的な、そして万事につけてケチなあの男に愛情を感ずるようなことがあるとは到底ありえないことだと思えた。

　　　夫婦間の口論の1つで、クラインはサーシャを殴りたい気持ちになった。復讐の念に我を忘れていたから、彼女はリボルバーを買って機会を窺うとすぐに夫に2発ぶっ放した。

　　　幸運にも、彼には当たらなかった。自分のしたことを振り返ると、憎しみの余り逆上していたが、彼女は自分自身が恐ろしくなった。

　　　クラインは、弾丸を身に受けると考えるだけでぞっとした。1発の銃弾によって撃ち抜かれるという可能性に再び陥らないために、彼はサーシャに話し、この人生は不可能であると告げた。

　　　性格や意見の不一致があり、双方ともに責任はないと彼は感じた。

　　　最も賢明なのは、別れること、つまり離婚の請求を行うことである。

　　　サーシャは娘とともに残るという条件でその考えを受け入れた。

　　　クラインは娘に対して愛情を感じていなかった。そして娘が母親と住むことについては何ら不便を感じなかった。

ピオ・バローハ　『世界はそんなものだ』

 
３．党は、EU憲法の採択について執行部に一任した

 
　　　CDCは、欧州連合の中でカタルーニャ語が公用語となり、カタルーニャが議席を持つならば賛成票を投ずるであろう。

 
　　　ジョゼフ・ガリーガ/バルセロナ

　　　6時間ぶっ続けの激しく白熱した論議が行われた国会は、昨日民主党（CDC）が、ヨーロッパ憲法が当初予定した結論を360°変えるのに役立った。CDCは1ヶ月前と同じ所に立っていた。つまりその時は、政党の執行部はヨーロッパ憲法批准の見返りに欧州連合におけるカタルーニャの制度的並びに言語的承認を求めることに力を注いだ。2つの条件が満たされたのなら、1月に執行部は決定を下すであろう。そうでない場合にはCDCは条約批准を拒否し、白票を投ずることになるだろう。

　　　それほど特異な結果を予測して召集された代議員の半分以上―1000人以上だが―が、スペインに留まることを選択した。彼らの大部分はヨーロッパ憲法に賛成しており、その不利をも知っている人である。投票の結果は、代議員の間の大多数の立場について何ら疑いを差し挟まなかった。議案に対して604票が賛成、31票が反対、67票が白票であった。白票を投じた人の中でイグナシ・グアルダンスがヨーロッパ議会にいたが、彼は公式の路線とは異なった執行部メンバーのただ1人であった。

　　　昨日の議決は、1ヶ月前に全会一致で執行部が採択したのと同じ案であった。2月末の国民投票の前に、カタルーニャ語がヨーロッパの公用語となりカタルーニャが欧州連合の諸機関に代表を送るのを達成するために、政府に圧力をかけることになった。

　　　議題の本文は初めのものよりヨーロッパ憲法に対しては遥かに批判的な立場にあり、それどころか、2つの条件は相変わらず変わらないままである。7月の通常国会では執行部は賛成票に敗れたが、今や最終的な決定を自分達の手にしているところである。

 
４．＊所謂“ボセオ”について＊

 
　　　我々は、ボセオと呼ばれることの多いアルゼンチンのスペイン語に見られるそうした形態的な特徴に加えて、他の典型的な特殊用法の幾つかについても何行かを充てるつもりである。スペイン語はフランス語と同様に、ラテン語からtúとvos（フランス語で言うvousである）という2つの代名詞を受け継いできた。ラテン語においては、túは身分や地位に関係なく言及している相手に対して規則的に使われていた。徐々に、他の沢山の言語と同様に、高い地位にある人や目上の人物や婦人、あるいは老人などを指すためにvosという複数形の形もまた使われるようになった。英語ではよく知られているように、（言語学的な）進化が余りにも進みすぎたので、vosotrosに相当するyouは単数の相手をも指すことのできる一般的な代名詞となった。そしてtúに相当する古くからのthouは、宗教用にとっておかれることになった。フランス語では親称としてtúを保存した。しかし、人間関係がそれ程親しくない場合、単数であれ複数の人であれ敬称としてvousを一般的に用いるようになった。（あるいはむしろそれ程親しくないものとして際立たせようとする時などもある。）

　　　言葉の使い方は時間が経過するとともに、社会的グループや世代的なグループが交代するとともに変わっていったけれども、言語のシステムは変わらないままだった。このような言語システムはスペイン語には当てはまらない。この言語においては、中世の末になっておそらくイタリアの影響によってより礼儀正しい敬称（の形）が導入され始めた（イタリア語におけるVostra Signoriaに見られるように）。その中でも、とりわけvuestra mercedという形が広がった。そして日常使われる過程で短くなり人々に受け入れられたのがustedであった。これはスペイン語の話し手の間ではよく用いられる敬称であり、これと並んで親称のtúがある。そのtúの複数形が長い形のvosotrosになった。

　　　しかし、中世の民衆詩に起源を持つ使い方に基礎を置いて、古くからのvosという形が民衆言語の中に保たれ、次第次第に単数の人を指すために特別に用いられるようになった。やがて、vosはtúへと変わった。voseoが使われている地域や環境においては、完全にtúは消滅してしまっている。そういう地域や環境においてはvosがtúを意味し、家族のメンバーにおける親称や子供達や友達を指すのに用いる親称となった。逆に複数のustedesが一般化されるようになったのは、複数の人間に対する親称としてであった。その複数のメンバーの1人1人に対してはvosという言葉で扱いを受けた。

 
５．（表題なし）

　　　10/28～11/3まで、あの赤みを帯びた霧は通常よりも濃かった。夜になると暑さは息が詰まるほどであった。温度計は26℃を超えていなかったけれども。その海からのそよ風は殆どいつも夜の8時ないし9時になると空気を冷やしていたけれど、その頃は感じられなかった。空気はまるで燠火のようであった。土壌は埃っぽくて乾燥しており、至る所に亀裂が入っていた。11/4午後2時頃に、厚く黒い大きな雲がブリガンティンとタタラクアルの高い山々を覆った。そして徐々に天頂まで昇っていった。4時頃我々の頭上で雷が鳴り始めたが、大変高い所にあったので鳴り響くには至らなかった。ただパチパチとした乾いた音が聞こえるだけで、しばしば突然中断させられることがあった。最大の放電が行われる瞬間、4時12分に、連続する2つの地震の波が感じられた。それは15分間続いた。人々は叫びながら通りに飛び出してきた。ボンプランは植物を机に向かって体を傾けながら調べていた所、殆ど地面に投げ出されたのであった。そして私もまた、大変強く衝撃を感じた。ハンモックの中で手足を伸ばしていたけれども。地震の方向は北から南にかけてであり、クマナにおいてはかなり稀なことであった。マニサーネスの近くにある6～6.5mの深さの井戸から水を汲んでいた奴隷達は、大砲の発射音に匹敵するような大きな音を聞いた。それは井戸から発射されているように思えた。驚くべき現象であるとは言え、地震に曝されるアメリカ大陸の全ての国々では珍しくないことである。

　　　第1波の波が発生する数分前に、激しい嵐が襲った。そして大きな稲妻が続いた。空は雲で覆われたままであった。嵐の後で風が弱まり、夜中その状態が続いた。

 
　　　11/4の地震は私が経験した最初のものだけれども、私にまざまざとした印象を与えてくれた。おそらく偶然にもあの驚くべき気象学的現象を伴っていたから益々その感が強い。上下運動もあったけれど、波の運動ではなかった。キトの高原やペルーの海岸に長く滞在した後で、ヨーロッパにおける雷に慣れているように比較的激しい地震に私が慣れるようになるとは、その時到底思う筈もなかっただろう。

 
６.『タバコと砂糖におけるキューバの反目』(1940) 〈Ⅰ〉

　　　aculturaciónという言葉を通じて、ある文化から別の文化への移行ないしは変容のプロセスをあらゆる種類の社会的反映が意味されがちである。しかし、transculturaciónはより適切な言葉である。我々がtransculturaciónという単語を選んだのは、ここで確かめられる大変に複雑な文化の変容によってキューバで引き起こされている実に様々な現象を表現するためである。そしてそうした変容を知ることなしには、経済的な面ばかりか制度的・法律的・倫理的・宗教的・芸術的・言語的・心理学的・性的その他の生活の残り全ての側面に関してキューバ人の進化を理解することはできない。

　　　キューバの本当の歴史は非常に複雑な文化変容の歴史である。最初旧石器文化のインディオは新石器文化のインディオに変容した。そしてカステーリャの新しい文化の影響に適応できなかったことで新石器文化のインディオが消滅した。

　　　次に、白人移民の絶えざる流れによる文化変容があった。スペイン人とは言え背景の文化は様々に異なっており、そして彼ら自身その当時言われていたようにイベリア半島の社会から切り離され、新世界に移住していたのである。そしてその新世界は彼らにとっては自然にしろ人間にしろ全く目新しいものであった。しかもそこでは彼らは他方で新しい文化の融合に再適応しなければならなかった。同時にアフリカ黒人の絶えざる流入による文化変容があったが、彼ら黒人は人種的にも文化的にも様々であり、大西洋側で言えばセネガル・ギニア・コンゴ・アンゴラからアフリカ大陸の東海岸にあるモザンビークに至るアフリカの全海岸地域から来ていた。彼らは全て出身地の社会的な中核から切り離され、文化もばらばらにされたままであった。そしてその文化はここキューバで支配的な重圧の下で抑圧されてきた。まるで砂糖黍が圧搾機の棒の間で砕かれるように。そしてさらに、移民の文化があった。時には散発的に大群をなして、そしてまた時には間髪をおかずに大群でやってきた。いつも流れ込んできて影響を与えてきて、しかも非常に様々な出所を持っていた。大陸のインディオ・ユダヤ人・ポルトガル人・アングロサクソン・フランス人・アメリカ人・そして澳門・広東・中国の他の地域の蒙古系の黄色人種までやって来たのだった。そして彼ら移民は生まれ故郷と切り離され、喪失と再適応といった二重の変容に曝されていた。つまり文化の喪失と文化の摂取、遂にはtransculturaciónへと繋がるのである。

 
７.同書のprefacio（序文）に寄せたMalinowskiの叙述から

 
　　　例えばacculturation（文化変容）という語について考えてみよう。この語は普及し始めて時が経っておらず、とりわけアメリカの研究者の社会学や人類学の著作で自らの地位を築く勢いである。（げっぷと組み合わさったしゃっくりから発せられたかのように聞こえる）音を別にして、acculturationという語は特定で不適切な語源上の意味を持った全体を意味していると言って良い。この語は道徳的意味合いを持った自民族中心主義の言葉である。移民の方が文化摂取をしなければならない。異教徒であれ野蛮人であれ、先住民もまたそのようにしなければならなかった。我々の偉大な西洋文明に従属する恩恵を享受したのである。acculturationという言葉は前置詞adが先に立っているので、terminus ad quem（目標）の概念を暗に意味している。いわゆる「野蛮人」はいわゆる「我々の文化」の恩恵を受けなければならない。いわゆる「我々の一員」になるために変わらなければならないのは「彼」、つまり「野蛮人」の方である。

 
８．『タバコと砂糖におけるキューバの反目』(1940) 〈Ⅱ〉

　　シボネー族、グアナハビベ族、タイノ族

 
　　　ヨーロッパで4000年以上かかって経験したあらゆる文化的な進化が、キューバにおいては400年に満たない中で進んだ。ヨーロッパではスロープや階段で上った所のものが、キューバでは一足跳びに、そして驚くほどの速さで進化したのであった。最初はシボネー族とグアナハビベ族の文化、つまり旧石器時代の文化であった。（それは、）我々の石の時代であった。むしろ、我々の石と木の棒の時代であった。磨いていない粗い石や木の時代であった。そしてまた貝殻と魚の棘の時代でもあった。これら最後の2つは、海の石と針のようなものであった。

　　　次にタイノインディオ族の文化があり、彼らは新石器人であった。（それは、）磨製石器と細工を施した木材の時代であった。まもなくタイノ族とともに、農業・定住・富・族長・聖職者達がやって来た。彼らは征服を通じてやって来、文化変容を押し付けた。シボネー族はナボリアという奴隷として、山や森に逃げた。シバオやカオナオ（地名）である。その後、文化のハリケーンがやって来た。ヨーロッパの到来である。ヨーロッパ人達は一緒になって大挙し、鉄・火薬・馬・牛・車輪付き馬車・帆・羅針盤・金・賃金制度・文字・印刷機・本・教会・銀行家などがやって来たのであった。そして革命的な眩暈がキューバのインディオ達に衝撃を与えた。そして根こそぎ彼らの制度を奪い、彼らの命を打ちのめしていった。一瞬の内に、まどろんだ石器時代からルネッサンスの大変目覚めた時代に跳躍した。キューバでは、1日で様々な時代が過ぎ去った。諸民族の年譜を整えるために、そのような韻律法が万が一にも許されるなら、幾千もの「文化年」が存在すると言えるだろう。このアメリカ大陸のインディアスはヨーロッパ人にとって新世界であったのに対し、ヨーロッパはアメリカの人々にとって非常に新しい世界であった。アメリカとヨーロッパは、互いに発見し合い衝突し合った2つの世界であった。2つの文化の接触は恐ろしいものであった。2つの文化の内の一方は、雷にでも打たれたかのように殆ど全面的に消滅してしまった。文化変容はインディオ達にとっては失敗したものであり、渡来してきた者にとっては過激で残酷なものであった。その社会における人的なインディオの蓄積はキューバでは破壊され、新しい支配者階級であれ新しい被支配者階級であれ全て新しい人々を連れてきて入植しなければならなかった。

 
　　白人

 
　　　白人とともに、カステーリャの文化がやって来た。その中に包まれて、アンダルシア人・ポルトガル人・ガリシア人・バスク人・カタルーニャ人がやって来た。イベリア文化の代表は、ピレネー山脈下の白人の文化であると言えよう。最初の移民の大群からもまた、ジェノバ人・フィレンツェ人・ユダヤ人・レバンテ人・ベルベル人が辿り着いた。即ち地中海文化、言い換えると金髪のノルマン人から黒いサハラ以南の人々までを含む1000年に渡る民族と人種の混合文化がやって来た。白人達の中には封建経済をもたらした者がおり、征服者として略奪を働いたり服従させて税金を取り立てる人々を探し求めた。また他方で、やはり白人であったが、商業資本主義や既に現れつつあった産業資本主義経済にすら突き動かされてやって来る人々もいた。

 
　　黒人

 
　　　白人達とともに、黒人達がやって来た。そしてそれらの黒人は最初はスペインから、つまりその当時はギニアやコンゴから来た奴隷から成り立っていた。そして次に直接西スーダン地域から連れて来たのであった。彼らは自分達の身に様々な文化を備えてやって来た。例えばシボネー族の文化に相当するような森林文化もあれば、タイノ族の文化のような野蛮とは言えより進んだ文化もあったし、より多くの経済・社会的複合体を備えた者達もいた。例えばマンディンゴ族・ヴォロフ族・ハウサ族・ダオメー族・ヨルバ族がそれに当たり、既に農業・奴隷・貨幣・市場・外国貿易を持った他にキューバに匹敵する領域や人口に対する中央集権的で効果的な政府を有していた。これはタイノ族とアステカ族の中心の文化であった。貴金属はあったが、文字は持たなかった。

　　　黒人達は自分の身体とともに精神を持ってきた。しかし教育や社会的仕組みは持って来なかった。黒人達は出身や人種・言語・文化・階級・性・年齢を様々に異にしていたが、奴隷船や奴隷小屋の中で詰め込まれ、そして社会的には同一の奴隷制という中で平等の身になったままやって来た。製糖場の茎のように、彼らは引き抜かれ傷付けられ細かく砕かれて到着したのである。砂糖黍のように、彼らは労働という果汁を搾り取るために粉のように挽かれて搾られた。黒人ほど環境や文化・階級・意識に関するより深刻で継続的な移り変わりに曝された他の人種はいなかった。黒人達はインディオが経験したのと同じように、ある文化から別の強力な文化へと移っていった。しかしインディオ達は、故郷で苦しみ死んだ暁には自分の故郷であるキューバの見えない別世界の側に移るということを信じていた。黒人達はより過酷な運命を背負い、苦しみながら海を渡った。そして死んでからもなお、彼方にあるアフリカで死んだ父祖とともに生き返るために再び海を渡らなければならないと考えていた。黒人達は白人達と同様大陸と切り離され根無し草であった。しかし黒人達はその意志もなければ野望もあったわけでないのに連れて来られ、これまでの部族の習慣をやむをえず捨てなければならず、その結果ここキューバで奴隷制に絶望することになるのであった。一方で白人達は絶望の面持ちで故郷を出て行ったが、インディアスに着く頃には希望の絶頂にあり、命令を下す主人へと変わっていったのである。

 
　　他の民族

 
　　　黒人達の後に、ユダヤ人・フランス人・アングロサクソン・中国人・あらゆる方角からの人々がぞくぞく到着しつつあった。
９．“ペリチョリ”の奇行

（ペルー駐在のフランス公使で、私の本の翻訳家であるボルヘス・エンリケ閣下に捧ぐ）

Ⅰ

　　ミカエリャ・ビリーガス（あだ名はペリチョリ）は、ホセ・アントニオ・ラバージェがペルー通信で描いた程には詩的な人物ではなかったし、彼と同時代に生きて「ドラマ・デ・ロスパランガナス」の匿名の著者が描いた程に散文的でもない人物だった。そしてその作品は、四つ折版で100ページからなる中傷に満ちた作品で、任期を終えたばかりの1776年アマットに反対して出版されたものであり、その1冊が国立図書館の雑書類を集めた第25巻の中に納められている。その小作品ばかりか、「コンベルサータ・イ・ナラシオンエクセヘティカ（閑話釈義）」とタイトルの付いた作品に関しても1777年3/3の勅令により販売と閲覧が禁じられる旨が宣告され、そして違反者には重罪が課された。
　　ミキータ・ビリーガスがリマで生まれたかははっきりしていない。貧しくて誠実な両親の娘として、彼女の粗末な揺りかごは1739年頃彼方にあるカバレロス・デル・レオン・デ・ウアヌコという高貴な都市で揺らされた。5歳の時彼女の母親が彼女をリマに連れて来て、そしてその地でその頃女性に与えられていたわずかながらの教育を受けたのであった。
　　溢れんばかりの想像力と素早い記憶力を備え、子供じみた冗談を用いながら騎士道ロマンスやアラルコンの喜劇を演じた。巧みにハープを弾き、ギターに合わせて流行中の歌曲を優雅に歌っていた。
　　1760年、ミキータが20歳になるかならないかの頃、リマで初舞台を踏み、その夜から彼女は我々観衆の魅力の的となったのである。

Ⅱ

　　ペリチョリは美人であったろうか。答えは否である。もし我々が美人という言葉を全体の顔立ちや調和の釣り合いが整っているという風に理解すればの話だが、もし優雅さが美を表すと言うのならその通りだ（美人である）。疑いもなくミキータは良い趣味の男達全てを魅惑するに相応しかったである。
　　「彼女は小柄ながら少し太っていたけれど、彼女の動きは快活さに富んでいた。彼女の卵型で薄い茶褐色の顔は天然痘によるカラカーニャス、つまり痘痕を少なからず覗かせていたが、彼女は化粧品を用いて巧みに隠していたのであった。彼女の瞳は小さくてチョロローケのように黒く、大変生き生きとしていた。彼女の髪はふさふさしており、手と足はとても小さかった。彼女の鼻の形は到底整っているものではなかった。というのも、我々クリオーリョ（現地生まれの白人）がニャータ（鼻ペチャ）と呼ぶ所の一人であった。上唇の小さなホクロは彼女の口を魅惑的なものにしており、そしてその口は少しばかりふっくらとしており、口の中には小さく象牙の輝きと清潔さを持った歯を誇っていた。そしてはっきりとした線の首、そそるような肩、膨らんだ胸を持っていた。そのように美しい所も欠点をも交えながら、彼女は小柄で可愛らしい女性として今日通るのである。」既に過去のことになるが、私達にこのように話してくれたのは公平で散文的な老人であったが、彼はその栄光の時に彼女に直に会うことが出来た人だった。しかしラバージェが洗練された筆を用いたように、精神的な描き方とは随分離れた描き方であった。
Ⅳ

　　　1773年、リマの劇場の支配人はマサと呼ばれていた俳優で、ミキータと1月当たり150ペソで契約しており、その月150ペソというのは当時大変高く、今日リストリやパティに支払われるかもしれない給料よりも高かった。確かに裕福で寛大な男に愛されていたから、ビリーガスは舞台を踏む必要はなかった。しかし彼女は劇に情熱を持っていた。劇を辞めるくらいなら彼女は副王との関係を絶っていただろう。

　　　面白おかしい支配人は、配役を行うにあたり、イネシージャという名で知られる新人の女優に対してある種の贔屓を示していたようだ。贔屓の余り、ミキータには不機嫌な気持ちが募るばかりであった。

　　　「よく愛することにおける神の炎」というカルデロン・デ・ラバルカの喜劇がある晩上映されていた。主役を演じていたマサと貴婦人を演じていたミキータが登場していたが、長台詞即ち一連の詩の中程でマサが低い声で呟いた。
　　　「もっと心を！もっと心を！」イネスならばそのことをもっとうまく言ってくれるだろう。神は怒りを解き放った（ビリーガスはブチキレた）。ビリーガスは観衆の前にいることも忘れ、手に持っていた小さなタバコを掲げてその無作法な男優の顔に押し付けた。

　　　幕が下り、尊敬すべき観衆達が怒り、大声を上げた。「オマエなんぞ牢屋に行け！！」

　　　副王は煮た蟹よりも赤くなって、劇場を後にした。一挙に全てを語るために、劇の公演が途中で終わってしまった。

　　　あの夜街は既に深い眠りにあったが、アマットは顔を隠して彼の愛人の家に向かった。「君が起こしたスキャンダルのお陰で我々の仲も今日で終わりだ。明日君を舞台に立たせて跪きながら観衆に詫びを入れさせないことに君は感謝すべきだよ。さよなら、ペリチョリ！」

　　　泣くのにも失神するのにも構わず、アマットは背を向けて宮廷に戻った。詩人の助言を決然とした面持ちで実行したのであった。
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